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　今いまは然さる憂慮きづかひなし。大塚おほつかより氷川ひかはへ下おりる、たら〳〵坂ざかは、恰あたかも芳野世經氏宅よしのせいけいしたくの門もんについて曲まがる、昔むかしは辻斬つじぎりありたり。こゝに幽靈坂いうれいざか、猫又坂ねこまたざか、くらがり坂ざかなど謂いふあり、好事かうずの士しは尋たづぬべし。田圃たんぼには赤蜻蛉あかとんぼ、案山子かゝし、鳴子なるこなどいづれも風情ふぜいなり。天てん麗うらゝかにして其その幽靈坂いうれいざかの樹立こだちの中なかに鳥とりの聲こゑす。句くになるね、と知しつた振ふりをして聲こゑを懸かくれば、何なにか心得こゝろえたる樣子やうすにて同行どうかうの北八きたはちは腕組うでぐみをして少時しばらく默だまる。

　氷川神社ひかはじんじやを石段いしだんの下したにて拜をがみ、此宮このみやと植物園しよくぶつゑんの竹藪たけやぶとの間あひだの坂さかを上のぼりて原町はらまちへ懸かゝれり。路みちの彼方あなたに名代なだいの護謨ごむ製造所せいざうしよのあるあり。職人しよくにん眞黒まつくろになつて働はたらく。護謨ごむの匂にほひ面おもてを打うつ。通とほり拔ぬければ木犀もくせいの薫かをり高たかき横町よこちやうなり。これより白山はくさんの裏うらに出いでて、天外君てんぐわいくんの竹垣たけがきの前まへに至いたるまでは我々われ〳〵之これを間道かんだうと稱となへて、夜よるは犬いぬの吠ほゆる難處なんしよなり。件くだんの垣根かきねを差覗さしのぞきて、をぢさん居ゐるか、と聲こゑを懸かける。黄菊きぎくを活いけたる床とこの間まの見透みとほさるゝ書齋しよさいに聲こゑあり、居ゐる〳〵と。

　やがて着流きながし懷手ふところでにて、冷つめたさうな縁側えんがはに立顯たちあらはれ、莞爾につことして曰いはく、何處どこへ。あゝ北八きたはちの野郎やらうとそこいらまで。まあ、お入はひり。いづれ、と言いつて分わかれ、大乘寺だいじようじの坂さかを上のぼり、駒込こまごめに出いづ。

　料理屋れうりや萬金まんきんの前まへを左ひだりへ折をれて眞直まつすぐに、追分おひわけを右みぎに見みて、むかうへ千駄木せんだぎに至いたる。

　路みちに門もんあり、門内もんない兩側りやうがはに小松こまつをならべ植うゑて、奧深おくふかく住すまへる家いへなり。主人あるじは、巣鴨すがも邊へんの學校がくかうの教授けうじゆにて知しつた人ひと。北八きたはちを顧かへりみて、日曜にちえうでないから留守るすだけれども、氣きの利きいた小間使こまづかひが居ゐるぜ、一寸ちよつと寄よつて茶ちやを呑のまうかと笑わらふ。およしよ、と苦にがい顏かほをする。即すなはちよして、團子坂だんござかに赴おもむく。坂さかの上うへの煙草屋たばこやにて北八きたはち嗜たしむ處ところのパイレートを購あがなふ。勿論もちろん身錢みぜになり。此この舶來はくらい煙草たばこ此邊このへんには未いまだ之これあり。但たゞし濕しめつて味あじはひ可かならず。

　坂さかの下したは、左右さいうの植木屋うゑきや、屋外をくぐわいに足場あしばを設まうけ、半纏着はんてんぎの若衆わかもの蛛手くもでに搦からんで、造菊つくりぎくの支度最中したくさいちうなりけり。行ゆく〳〵フと古道具屋ふるだうぐやの前まへに立たつ。彌次やじ見みて曰いはく、茶棚ちやだなはあんなのが可いいな。入いらつしやいまし、と四十恰好しじふかつかうの、人柄ひとがらなる女房にようばう奧おくより出いで、坐ざして慇懃いんぎんに挨拶あいさつする。南無三なむさん聞きこえたかとぎよつとする。爰こゝに於おいてか北八きたはち大膽だいたんに、おかみさん彼あの茶棚ちやだなはいくら。皆みな寒竹かんちくでございます、はい、お品しなが宜よろしうございます、五圓六十錢ごゑんろくじつせんに願ねがひたう存ぞんじます。兩人りやうにん顏かほを見合みあはせて思入おもひいれあり。北八きたはち心得こゝろえたる顏かほはすれども、さすがにどぎまぎして言いはむと欲ほつする處ところを知しらず、おかみさん歸かへりにするよ。唯々はい〳〵。お邪魔じやまでしたと兄にいさんは旨うまいものなり。虎口ここうを免のがれたる顏色かほつきの、何どうだ、北八きたはち恐入おそれいつたか。餘計よけいな口くちを利きくもんぢやないよ。

　思おもひ懸がけず又また露地ろぢの口くちに、抱餘かゝへあまる松まつの大木たいぼくを筒切つゝぎりにせしよと思おもふ、張子はりこの恐おそろしき腕かひな一本いつぽん、荷車にぐるまに積置つみおいたり。追おつて、大江山おほえやまはこれでござい、入いらはい〳〵と言いふなるべし。

　笠森稻荷かさもりいなりのあたりを通とほる。路傍みちばたのとある駄菓子屋だぐわしやの奧おくより、中形ちうがたの浴衣ゆかたに繻子しゆすの帶おびだらしなく、島田しまだ、襟白粉えりおしろい、襷たすきがけなるが、緋褌ひこんを蹴返けかへし、ばた〳〵と駈かけて出いで、一寸ちよつと、煮豆屋にまめやさん〳〵。手てには小皿こざらを持もちたり。四五軒しごけん行過ゆきすぎたる威勢ゐせいの善よき煮豆屋にまめや、振返ふりかへりて、よう！と言いふ。

　そら又また化性けしやうのものだと、急足いそぎあしに谷中やなかに着つく。いつも變かはらぬ景色けしきながら、腕うでと島田しまだにおびえし擧句あげくの、心細こゝろぼそさいはむ方かたなし。

　森もりの下したの徑こみちを行ゆけば、土つち濡ぬれ、落葉おちば濕しめれり。白張しらはりの提灯ちやうちんに、薄うすき日影ひかげさすも物淋ものさびし。苔こけ蒸むし、樒しきみ枯かれたる墓はかに、門もんのみいかめしきもはかなしや。印しるしの石いしも青あをきあり、白しろきあり、質しつ滑なめらかにして斑ふのあるあり。あるが中なかに神婢しんぴと書かいたるなにがしの女ぢよが耶蘇教徒やそけうとの十字形じふじがたの塚つかは、法のりの路みちに迷まよひやせむ、異國いこくの人ひとの、友ともなきかと哀あはれ深ふかし。

　竹たけの埒らち結ゆひたる中なかに、三四人さんよにん土つちをほり居ゐるあたりにて、路みちも分わからずなりしが、洋服やうふく着きたる坊ばうちやん二人ふたり、學校がくかうの戻もどりと見みゆるがつか〳〵と通とほるに頼母たのもしくなりて、後あとをつけ、やがて木この間まに立たつ湯氣ゆげを見みれば掛茶屋かけぢややなりけり。

　休やすましておくれ、と腰こしをかけて一息ひといきつく。大分だいぶお暖あつたかでございますと、婆ばゞは銅あかゞねの大藥罐おほやくわんの茶ちやをくれる。床几しやうぎの下したに俵たはらを敷しけるに、犬いぬの子こ一匹いつぴき、其日そのひの朝あさより目めの見みゆるものの由よし、漸やつと食しよくづきましたとて、老年としよりの餘念よねんもなげなり。折をりから子こを背せなに、御新造ごしんぞ一人いちにん、片手かたてに蝙蝠傘かうもりがさをさして、片手かたてに風車かざぐるまをまはして見みせながら、此この前まへを通とほり行ゆきぬ。あすこが踏切ふみきりだ、徐々そろ〳〵出懸でかけようと、茶店ちやてんを辭じす。

　何どうだ北八きたはち、線路せんろの傍わきの彼あの森もりが鶯花園あうくわゑんだよ、畫ゑに描かいた天女てんによは賣藥ばいやくの廣告くわうこくだ、そんなものに、見愡みとれるな。おつと、また其その古道具屋ふるだうぐやは高たかさうだぜ、お辭儀じぎをされると六むづヶしいぞ。いや、何なにか申まをす内うちに、ハヤこれは笹さゝの雪ゆきに着ついて候さふらふが、三時さんじすぎにて店みせはしまひ、交番かうばんの角かどについて曲まがる。この流ながれに人ひと集つどひ葱ねぎを洗あらへり。葱ねぎの香かの小川をがはに流ながれ、とばかりにて句くにはならざりしが、あゝ、もうちつとで思おもふこといはぬは腹はらふくるゝ業わざよといへば、いま一足ひとあし早はやかりせば、笹さゝの雪ゆきが賣切うりきれにて腹はらふくれぬ事ことよといふ。さあ、じぶくらずに、歩行あるいた〳〵。

　一寸ちよつと伺うかゞひます。此路このみちを眞直まつすぐに參まゐりますと、左樣さやう三河島みかはしまと、路みちを行ゆく人ひとに教をしへられて、おや〳〵と、引返ひきかへし、白壁しらかべの見みゆる土藏どざうをあてに他たの畦あぜを突切つツきるに、ちよろ〳〵水みづのある中なかに紫むらさきの花はなの咲さいたる草くさあり。綺麗きれいといひて見返勝みかへりがち、のんきにうしろ歩行あるきをすれば、得えならぬ臭にほひ、細ほそき道みちを、肥料室こやしむろの挾撃はさみうちなり。目めを眠ねむつて吶喊とつかんす。既すでにして三島神社みしまじんじやの角かどなり。

　亡なくなつた一葉女史いちえふぢよしが、たけくらべといふ本ほんに、狂氣街道きちがひかいだうといつたのは是これから前さきださうだ、うつかりするな、恐おそろしいよ、と固かたく北八きたはちを警戒けいかいす。

　やあ汚きたねえ溝どぶだ。恐おそろしい石灰いしばひだ。酷ひどい道みちだ。三階さんがいがあるぜ、浴衣ゆかたばかしの土用干どようぼしか、夜具やぐの裏うらが眞赤まつかな、何なんだ棧橋さんばしが突立つツたつてら。叱しつ！ 默だまつて〳〵と、目めくばせして、衣紋坂えもんざかより土手どてに出いでしが、幸さいはひ神田かんだの伯父をぢに逢あはず、客待きやくまちの車くるまと、烈はげしい人通ひとどほりの眞晝間まつぴるま、露店ほしみせの白しろい西瓜すゐくわ、埃ほこりだらけの金鍔燒きんつばやき、おでんの屋臺やたいの中なかを拔ぬけて柳やなぎの下したをさつ〳〵と行ゆく。實じつは土手どての道哲だうてつに結縁けちえんして艷福えんぷくを祈いのらばやと存ぞんぜしが、まともに西日にしびを受うけたれば、顏かほがほてつて我慢がまんならず、土手どてを行ゆくこと纔わづかにして、日蔭ひかげの田町たまちへ遁にげて下おりて、さあ、よし。北八きたはち大丈夫だいぢやうぶだ、と立直たちなほつて悠然いうぜんとなる。此邊このあたり小こぢんまりとしたる商賣あきなひやの軒のきならび、しもたやと見みるは、産婆さんば、人相見にんさうみ、お手紙てがみしたゝめ處どころなり。一軒いつけん、煮染屋にしめやの前まへに立たちて、買物かひものをして居ゐた中年増ちうどしまの大丸髷おほまるまげ、紙かみあまた積つんだる腕車くるまを推おして、小僧こぞう三人さんにん向むかうより來懸きかゝりしが、私語しごして曰いはく、見みねえ、年明ねんあけだと。

　路みちに太郎稻荷たらういなりあり、奉納ほうなふの手拭てぬぐひ堂だうを蔽おほふ、小ちさき鳥居とりゐ夥多おびたゞし。此處こゝ彼處かしこ露地ろぢの日ひあたりに手習草紙てならひざうしを干ほしたるが到いたる處ところに見みゆ、最いともしをらし。それより待乳山まつちやまの聖天しやうでんに詣まうづ。

　本堂ほんだうに額ぬかづき果はてて、衝つと立たちて階きざはしの方かたに歩あゆみ出いでたるは、年紀としはやう〳〵二十はたちばかりと覺おぼしき美人びじん、眉まゆを拂はらひ、鐵漿かねをつけたり。前垂まへだれがけの半纏着はんてんぎ、跣足はだしに駒下駄こまげたを穿はかむとして、階下かいかについ居ゐる下足番げそくばんの親仁おやぢの伸のびをする手てに、一寸ちよつと握にぎらせ行ゆく。親仁おやぢは高々たか〴〵と押戴おしいたゞき、毎度まいど何どうも、といふ。境内けいだいの敷石しきいしの上うへを行ゆきつ戻もどりつ、別べつにお百度ひやくどを踏ふみ居ゐるは男女なんによ二人ふたりなり。女をんなは年紀とし四十ばかり。黒縮緬くろちりめんの一ひとツ紋もんの羽織はおりを着きて足袋たび跣足はだし、男をとこは盲縞めくらじまの腹掛はらがけ、股引もゝひき、彩いろどりある七福神しちふくじんの模樣もやうを織おりたる丈長たけながき刺子さしこを着きたり。これは素跣足すはだし、入交いりちがひになり、引違ひきちがひ、立交たちかはりて二人ふたりとも傍目わきめも觸ふらず。おい邪魔じやまになると惡わるいよと北八きたはちを促うながし、道みちを開ひらいて、見晴みはらしに上のぼる。名なにし負おふ今戸いまどあたり、船ふねは水みづの上うへを音おともせず、人ひとの家いへの瓦屋根かはらやねの間あひだを行交ゆきかふ樣さま手てに取とるばかり。水みづも青あをく天てんも青あをし。白帆しらほあちこち、處々ところ〴〵煙突えんとつの煙けむりたなびけり、振ふりさけ見みれば雲くももなきに、傍かたはらには大樹たいじゆ蒼空あをぞらを蔽おほひて物ものぐらく、呪のろひの釘くぎもあるべき幹みきなり。おなじ臺だいに向顱卷むかうはちまきしたる子守女こもりをんな三人さんにんあり。身體からだを搖ゆすり、下駄げたにて板敷いたじきを踏鳴ふみならす音おとおどろ〳〵し。其そのまゝ渡場わたしばを志こゝろざす、石段いしだんの中途ちうとにて行逢ゆきあひしは、日傘ひがささしたる、十二ばかりの友禪縮緬いうぜんちりめん、踊子をどりこか。

　振返ふりかへれば聖天しやうでんの森もり、待乳まつち沈しづんで梢こずゑ乘込のりこむ三谷堀さんやぼりは、此處こゝだ、此處こゝだ、と今戸いまどの渡わたしに至いたる。

　出でますよ、さあ早はやく〳〵。彌次やじ舷端ふなばたにしがみついてしやがむ。北八きたはち悠然いうぜんとパイレートをくゆらす。乘合のりあひ十四五人じふしごにん、最後さいごに腕車わんしやを乘のせる。船ふね少すこし右みぎへ傾かたむく、はツと思おもふと少すこし蒼あをくなる。丁とんと棹さををつく、ゆらりと漕出こぎだす。

　船頭せんどうさん、渡場わたしばで一番いちばん川幅かははゞの廣ひろいのは何處どこだい。先まづ此處こゝだね。何町位なんちやうぐらゐあるねといふ。唾つば乾かわきて齒はの根ねも合あはず、煙管きせるは出だしたが手てが震ふるへる。北八きたはちは、にやり〳〵、中流ちうりうに至いたる頃ころほひ一錢蒸汽いつせんじようきの餘波よは來きたる、ぴツたり突伏つツぷして了しまふ。危あぶねえといふは船頭せんどうの聲こゑ、ヒヤアと肝きもを冷ひやす。圖はからざりき、急せかずに〳〵と二にの句くを續つゞけるのを聞きいて、目めを開ひらけば向島むかうじまなり。それより百花園ひやくくわゑんに遊あそぶ。黄昏たそがれたり。

萩はぎ暮くれて薄すゝきまばゆき夕日ゆふひかな
　言いひつくすべくもあらず、秋草あきぐさの種々くさ〴〵數かぞふべくもあらじかし。北八きたはちが此作このさくの如ごときは、園内ゑんないに散ちらばつたる石碑せきひ短册たんじやくの句くと一般いつぱん、難澁なんじふ千萬せんばんに存ぞんずるなり。

　床几しやうぎに休いこひ打眺うちながむれば、客きやく幾組いくくみ、高帽たかばうの天窓あたま、羽織はおりの肩かた、紫むらさきの袖そで、紅くれなゐの裙すそ、薄すゝきに見みえ、萩はぎに隱かくれ、刈萱かるかやに搦からみ、葛くずに絡まとひ、芙蓉ふようにそよぎ、靡なびき亂みだれ、花はなを出いづる人ひと、花はなに入いる人ひと、花はなをめぐる人ひと、皆みな此花このはなより生うまれ出いでて、立去たちさりあへず、舞まひありく、人ひとの蝶てふとも謂いひつべう。

　などと落雁らくがんを噛かじつて居ゐる。處ところへ！ 供ともを二人ふたりつれて、車夫體しやふていの壯佼わかものにでつぷりと肥こえた親仁おやぢの、唇くちびるがべろ〳〵として無花果いちじゆくの裂さけたる如ごとき、眦めじりの下さがれる、頬ほゝの肉にく掴つかむほどあるのを負おはして、六十ろくじふ有餘いうよの媼おうな、身みの丈たけ拔群ばつくんにして、眼まなこ鋭するどく鼻はなの上うへの皺しわに惡相あくさうを刻きざみ齒はの揃そろへる水々みづ〳〵しきが、小紋こもん縮緬ちりめんのりうたる着附きつけ、金時計きんどけいをさげて、片手かたてに裳もすそをつまみ上あげ、さすがに茶澁ちやしぶの出でた脛はぎに、淺葱あさぎ縮緬ちりめんを搦からませながら、片手かたてに銀ぎんの鎖くさりを握にぎり、これに渦毛うづけの斑ぶちの艷々つや〳〵しき狆ちんを繋つないで、ぐい〳〵と手綱たづなのやうに捌さばいて來きしが、太ふとい聲こゑして、何どうぢや未まだ歩行あるくか、と言いふ〳〵人ひとも無なげにさつさつと縱横じうわうに濶歩くわつぽする。人ひとに負おぶはして連つれた親仁おやぢは、腰こしの拔ぬけたる夫をつとなるべし。驚破すは秋草あきぐさに、あやかしのついて候さふらふぞ、と身構みがまへしたるほどこそあれ、安下宿やすげしゆくの娘むすめと書生しよせいとして、出來合できあひらしき夫婦ふうふの來きたりしが、當歳たうさいばかりの嬰兒あかんぼを、男をとこが、小手こてのやうに白しろシヤツを鎧よろへる手てに、高々たか〴〵と抱いだいて、大童おほわらは。それ鼬いたちの道みちを切きる時とき押おして進すゝめば禍わざはひあり、山やまに櫛くしの落おちたる時とき、之これを避さけざれば身みを損そこなふ。兩頭りやうとうの蛇へびを見みたるものは死しし、路みちに小兒こどもを抱だいた亭主ていしゆを見みれば、壽ことぶき長ながからずとしてある也なり。ああ情なさけない目めを見みせられる、鶴龜々々つるかめ〳〵と北八きたはちと共ともに寒さむくなる。人ひとの難儀なんぎも構かまはばこそ、瓢箪棚へうたんだなの下したに陣取ぢんどりて、坊ばうやは何處どこだ、母かあちやんには、見みえないよう、あばよといへ、ほら此處こゝだ、ほらほらはゝはゝゝおほゝゝと高笑たかわらひ。弓矢八幡ゆみやはちまんもう堪たまらぬ。よい〳〵の、犬いぬの、婆ばゞの、金時計きんどけいの、淺葱あさぎの褌ふんどしの、其上そのうへに、子抱こかゝへの亭主ていしゆと來きた日ひには、こりや何時いつまでも見みせられたら、目めが眩くらまうも知しれぬぞと、あたふた百花園ひやくくわゑんを遁にげて出でる。

　白髯しらひげの土手どてへ上あがるが疾はやいか、さあ助たすからぬぞ。二人乘ににんのり、小官員こくわんゐんと見みえた御夫婦ごふうふが合乘あひのり也なり。ソレを猜そねみは仕つかまつらじ。妬やきはいたさじ、何なんとも申まをさじ。然さりながら、然さりながら、同一おなじく子持こもちでこれが又また、野郎やらうが膝ひざにぞ抱だいたりける。

　わツといつて駈かけ拔ぬけて、後あとをも見みずに五六町ごろくちやう、彌次やじさん、北八きたはち、と顏かほを見合みあはせ、互たがひに無事ぶじを祝しゆくし合あひ、まあ、ともかくも橋はしを越こさう、腹はらも丁度ちやうど北山きたやまだ、筑波つくばおろしも寒さむうなつたと、急足いそぎあしになつて來くる。言問こととひの曲角まがりかどで、天道てんだう是ぜか非ひか、又また一組ひとくみ、之これは又また念入ねんいりな、旦那樣だんなさまは洋服やうふくの高帽子たかばうしで、而そして若樣わかさまをお抱だき遊あそばし、奧樣おくさまは深張ふかばりの蝙蝠傘かうもりがさ澄すまして押並おしならぶ後あとから、はれやれお乳ちの人ひとがついて手てぶらなり。えゝ！ 日本につぽんといふ國くには、男をとこが子こを抱だいて歩行あるく處ところか、もう叶かなはぬこりやならぬ。殺ころさば殺ころせ、とべツたり尻餅しりもち。

　旦那だんなお相乘あひのり參まゐりませう、と折をりよく來懸きかゝつた二人乘ににんのりに這はふやうにして二人ふたり乘込のりこみ、淺草あさくさまで急いそいでくんな。安やすい料理屋れうりやで縁起えんぎ直なほしに一杯いつぱい飮のむ。此處こゝで電燈でんとうがついて夕飯ゆふめしを認したゝめ、やゝ人心地ひとごこちになる。小庭こにはを隔へだてた奧座敷おくざしきで男女なんによ打交うちまじりのひそ〳〵話ばなし、本所ほんじよも、あの餘あんまり奧おくの方はうぢやあ私わたし厭いやアよ、と若わかい聲こゑの媚なまめかしさ。旦那だんな業平橋なりひらばしの邊あたりが可ようございますよ。おほゝ、と老ふけた聲こゑの恐おそろしさ。圍者かこひものの相談さうだんとおぼしけれど、懲こりて詮議せんぎに及およばず。まだ此方こつちが助たすかりさうだと一笑いつせうしつゝ歸途きとに就つく。噫あゝ此行このかう、氷川ひかはの宮みやを拜はいするより、谷中やなかを過すぎ、根岸ねぎしを歩行あるき、土手どてより今戸いまどに出いで、向島むかうじまに至いたり、淺草あさくさを經へて歸かへる。半日はんにちの散策さんさく、神祇しんぎあり、釋教しやくけうあり、戀こひあり、無常むじやうあり、景けいあり、人ひとあり、從したがうて又また情じやうあり、錢ぜにの少すくなきをいかにせむ。

明治三十二年十二月

底本：「鏡花全集　巻二十七」岩波書店

　　　1942（昭和17）年10月20日第1刷発行

　　　1988（昭和63）年11月2日第3刷発行

※底本は、物を数える際や地名などに用いる「ヶ」（区点番号5-86）を、大振りにつくっています。

※表題は底本では、「彌次行やじかう」となっています。

※表題の下にあった年代の注を、最後に移しました。

入力：門田裕志

校正：米田進

2002年4月24日作成

2016年2月2日修正

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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